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新ＧＥＯＮＥＴシステムの構築　－リアルタイム地殻監視に向けて

New GEONET System - Toward Real-Time Crust Monitoring
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　国土地理院ＧＰＳ連続観測システム（ＧＥＯＮＥＴ）は、日本の地殻変動監視に重要な役割を果たしてきて

おり、運用開始後から、当システムに対する需要は「より正確」かつ「より早い」情報提供に向けて高度化してき

た。こうした需要を満たすため、国土地理院では、平成１４年度にＧＥＯＮＥＴの大改造を実施し、リアルタイム

地殻監視を目指した構築を行った。本講演では、生まれ変わった新ＧＥＯＮＥＴシステムについて、その内容と地

殻変動監視の新たな可能性について紹介する。

（１）観測ネットワークの増強

　平成 14 年度に新たに電子基準点 253 点が増設され、これにより、日本全国の電子基準点は全部で 1200 点と

なった。特に測地学的に興味深い点としては、日本の最東端であり、唯一太平洋プレート上に存在する南鳥島に新

たに設置されたという点である。新規に設置した点のＧＰＳアンテナ、及び従来の電子基準点のＧＰＳアンテナは、

本改造により全点 Dorne Margolin T タイプのチョークリングアンテナとなった。これにより、今までＧＥＯＮＥ

Ｔシステムで問題とされてきた受信時のノイズや位相特性の問題を軽減できるものと期待される。

（２）電子基準点常時接続化

　既に平成１４年度の段階で２００点の電子基準点を IP/VPN ネットワークを介して常時接続化し、リアルタイ

ムデータを配信しているが、平成１５年度には、前述の新設点を含め、日本全国をカバーする地域の電子基準点を

常時接続化し、１秒サンプリングデータを配信事業者に提供する。なお、この１秒サンプリングデータは、国土地

理院内で３０秒サンプリングに間引いた形でＲＩＮＥＸデータに変換し、保存する。

（３）定常解析の高度化

　従来、ＧＥＯＮＥＴでは組み合わせ暦解析、精密暦解析という２種類の定常解析を実施してきた。新ＧＥＯ

ＮＥＴシステムでは、これらの解析に加え、新たに電子基準点全点を対象とする６時間データを用いた３時間ごと

の解析を実施する。これは、今まで緊急時に地殻変動監視を目的として特定地域に限定して行ってきた緊急解析を

定常的に実施することに相当し、今までの緊急解析レベルの地殻変動監視を常時実現できることとなった。また、

これとは別に、最大５０点の電子基準点を対象として、電子基準点からの１秒サンプリングデータを用いたリアル

タイム解析も実施する予定である。

　これらのＧＥＯＮＥＴ改造により、従来のＧＥＯＮＥＴよりもより迅速な地殻変動監視が行えることとなる。


